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大阪外国語大学論集第24号（2000年）

「マチ」の証言：トライゲン区（1）

メレヒルダ・ウェンテラオの場合

千　葉 泉

Test叢搬o賊io　de讐醗adbis韓：Tra量gu的　（1）：

　　　　㈱ode　do鍛Mere担da・HueRteRao

CHIBA　Izumi

RESUMEN（要約）

■

　　　　Este　es　un　tes廿monio　de　unガlmachilサ，　chamゑn　del　pueblo　m段puche，　grupo

6tr亘co　residente　mayormente　en　Ch丑e．　Do魚Mefe｝冠da　es　o亟unda　de　la　comu撤dad

de　TemUlemu　ubicada　en　la　comuna　de　T£algu6n，9a　R．egi6n，　y　ejerce　una　labor

importante　tanto　cufativa　como　roga虚va　en　dis丘ntas　comunidades　e　incluso　en

z・nas　u£ban段s，聾egゑnd・sele　a　lamar”1・nk・m・chi響㌧・sea，　machi　gue　£epresenta

una　gran　autorida．d　en　la　zona。

　　　　LQs　machis　en　1段actua鼓dad　cumplen　u肛ol　impoftante　no　solamente　en　eI

段speαo　religioso－cura．dvo，　sino　tambi6n　en　aspectos　socio－po互琶cos　como，　por

ejemplo，　en　mov通z段ciones　reivin（五ca盛vas　6tnic段s，　en宅anto　poseedores　de　valoles

tradicionales　mapuches．　Y　por　otra　par£e，　tambi6n　benefician　a　los　pacientes”wi無一

kas量，（poblaci6n　no　ind至gena）　en　general，　so董）re　todo，　pol’su　gran　capacidad　para

combark’　enfermedades　de　origen　sobrenatural，　que　no　se　pueden　tratar　por　la

me（ticina　occidental．

　　　　　Apesaf　de　esta　importanc主a　que　revisten　los　machis　contemporゑneos，　en　la

mayorfa　de　los　estudios儀ue　han盆bordado　el　tema　se　h盆puesto　maYo芸6n魚sis　en　el

anゑHsis　e量’interpreta．ci6n四de　pa£te　de　los　estudiosos，　asign会ndoseles　a　los　mismos

machis　so玉amente　el　ml　de1”i赦）撫a厩e”．　Aunque　a　veces丘段gmentos　de　sus　tes一

㎞on圭os　se　ut田zaa　para「「reforzar「璽1段s　hip6tesis，　aqu6110s　no　aparecen　en　idioma

orig圭nal，　sino　solamente　su　t餓ducci6n　en　espafiol　Q　en　otros　idiomas．　Y　posi－

b王emente　se　Ies　han　escapado　algunas　connota．ciones　sutUes　que　se　encierran　e且los

teStimOniOS　Originales・

　　　　　Consider盆ndo　esta　situ段ci6n，　este　articulo　dene　pQr　objedvo　pl’incipa．l　el　de

presentar　en　i（駈oma　orig圭nal　el　conocirnie且to（ie　una　machi　en　concreto，　lunto　co且

su　traducci6n　completa　en　japon6s．　Y　su　segu且dO　obledvo　es，盆sf，　contribuir　para

重
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rev呈sar　algunas（ie　las　a負rmaciones　genra鼓zantes　que　se　han　establecido　en　la　ma£eria・

　　　Qu圭siera　agradece1：1e　profun（iamente　a　qofia　Mere｝nda　Huentelao　y　a　su　esposo

don　Jos6　C食din　Pich丘n，　por　pe㎡dエme　compartir　este　valioso　conocimiento．　Y

por創t㎞o，　rni　otro　agradecimiento　se　d三rijeadon　H丑ar圭o　Huir銭efBarra，　consejero

de　la　CONADI，　por　haberme　ayudado　a　aclarar　algunas　expresiones　en　mapudungun．

1．序　本稿の意図

　本稿は、チリの先住民マプーチェのシャーマニズムについて、一入のマプーチェ女性シャー

マンが語った証書の原マプーチェ語による記述と邦語訳、およびその解説である。

　メレヒルダ・ウェンテラオは、第9地域のトライゲン区に位置するテムレム共同体に生ま

れ育った。証言を語ってくれた当時年齢77才であった彼女は、能力のある「マチ」（シャーマ

ン）として共同体内外の人々の尊敬を集め、近辺一帯に居住する複数のマチの中でも「筆頭

マチlonko　machi」と呼ばれる存在である。

　マプーチェの共同体が数多く点在する第9地域では1990年代に入ってから土地團復闘争が

激化した。テムレム共同体でも数年前から土地闘争が展開され、メレヒルダも精神的主柱の

～人としてこの闘争に参加したのち、昨1999年7月に区内の新天地に建設されたラ・ウニオ

ン・テムレム・グランデ共岡体に移り住み現在に到っている。（1）

　このように、先住民族復権の気運が高まる今日のチリ社会の中で、先住民シャーマンたち

は民族の伝統的価値を最も強烈に体現するパーソナリティとして、宗教・儀礼的な局面はも

とより、社会・政治的な局面でも重要な役割を果たしている場合が少なくない。

　もちろん伝統的価値の保持といっても、16世紀のスペイン人による循服、あるいは19世紀

宋に起こった「平定」以前の世界観やシャーマニズムの体系が頑なに保持されているわけで

はない。現代のマチは9父なる神」を始めとするキリスト教の概念を受容し、多くの疾病に

対する西洋医学の有効性を認めている。その一方で、彼らは日常的に「ウィンカ（非先住民）」

患者の治療にも従事しており、「マプーチェ民族の秘教的シャーマン」といった閉鎖的な視点

では捉えきれない広範な社会的機能を果たすに到っている。（2）

　以上のように、現代チリ社会のさまざまな局面で重要な役割を果たすマチやマチを中心と

するマプーチェのシャーマニズムに関して、これまで発表されてきた研究は少なくない。だ

が、現代のマチを扱った前世紀の後半の研究に限って言えば、その大半は研究者による分析

や理論的な説明を中心とする形式を採胴している。そしてマチの証言を掲載する場合でも、

著者の分析や説明を補強するのが主な目的であり、バイリンガルの通訳に作製させた「スペ

イン語訳」や、スペイン語訳をさらに翻訳した「英語訳」等を部分的に引用するケースがほ

とんどである。‘3）つまり、あくまでも住体」は研究者であって、マチたちは精報提供

者」という「客体」の地位に置かれているという傾向が強い。

　もちろん従来の研究が、マプーチェのシャーマニズム世界の解明に質献してきた事実を否

定するつもりはない。しかしながら、こうしたタイプの研究は次のような問題を抱えている
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ことがある。

　第一に、自らが用いた少数のマチに関する情報を、マチ全般に共通する特徴であるかのよ

うに一般化して論じてしまう危険がある。この点については次節で述べる。

　そして第二に、言語上の理由からマチたち自身の認識が必ずしも正確に伝わらないことが

ある。この問題は次の二つのレベルで起こりうる。

　まずマチが純粋なマプーチェ語で語った部分については、始めから「スペイン語等の訳」

が呈示されるため、読者がその「訳」の妥当性を検討することは物理的に不可能となる。も

ちろん、マプーチェ語を解さない場合には曙者」といえどもこの例外ではない。

　一例を挙げよう。メレヒルダの発書の中に”rangulnlelwe　deya”というマプーチェ語の表現が

見られる（次節＜4＞参照）。これは「仲介役の妹」、つまり「神が天界と地上界の仲介者とし

て置いた妹1といった意味である。

　ところで、この中の”deya”という名詞は「ある男性からみた妹（または姉）」という相対的

親族名称である。したがって、この表現には、例えばf神」が呪」の立場から「妹」であ

るマチ、メレヒルダに語りかけているといった含蓄が内包されているといえる。

　そしてこうした含蓄は、；何故現代のマチの大半が女性なのか」という重要な議論ωに関

して、例えば、「マチを任命する神格」とf任命されるマチ1との間の「保護すべき兄（っま

り男性）と保護されるべき妹（つまり女性）」という、いわば「疑似兄妹関係」といった認識

から考察する可能性を承唆している。（5）

　ところが、これを一見類似するスペイン語の”hermana”という表現に訳してしまうと、呼び

手の性別に関わらず、単に嚇または妹1を意味することになり、メレヒルダを任命した神

格の「兄」すなわち「男性性」という相対的含蓄が欠落してしまうことになる。

　次に、マチたちの原マプーチェ語での「語り」には、しばしば単語や動詞語幹のレベルで

意図的にスペイン語の表現が混入される。メレヒルダのケースでは、聯Dlosj、「（神と）対

話するconversar」、嘘魂espiritul、「邪術にかけられるhace－mal－ngen」（下線部のみスペイン

語）等の宗教・シャーマニズム用語、ギカピタンcapltan」、「カラビネー・ll　carabinero」といっ

た、本来軍事・警察職名称でありながら儀礼職名称に転用されたもの、「ナイフcuchillu」、「猟

銃copeta（’tescopeta”がデフォルメした形）」といった武器名称などが挙げられる。これらの

表現は、ウィンカ社会との接触を通じたマプーチェ桂会の文化変容の問題を考察するための

興味深い桝料となり得る。〈fi）ところが、全文が「スペイン語説で呈示されたのではこうし

た考察を行うことも始めから不可能となる。

　そして最後に、以上の問題とも関連することだが、「研究者」と「研究者が研究対象に設定

している人々jとの関係に関わる問題が挙げられる。

　民族復権の気運が高まる現代のマプーチェたちの間では、彼らの文化を語る外部の研究者

に対して、必ずしも好意的とは言えない視線が投げかけられ始めている。「自分たちはよそ者

に『解釈される』ことなど望んではいない」、噛分たちマプーチェのみがマプーチェ文化を

正しく語ることができる」、「研究者に情報を提供することでわれわれは何を得るのか」等の

発言を、筆者は各地のマプーチェたちから耳にしている。フィールドで調査をする研究者が、

3
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自己の「研究」の喀体」に設定している人々のこうした主体的な視線に対し、「分析型」の

研究で応えることは難しい。

　本稿が原マプーチェ語による証言の記述を主軸に据える理由は、以上のような問題意識に

基づいている。それでも、やはり「筆者主体」の研究スタイルに変わりないではないか、と

言われるかもしれない。だが少なくとも、現代に生きる一人のマチが語ってくれた具体的な

知識を、可能な限り解釈を排除する形で書き残しておくことはできるだろう。それと同時に、

筆者がどのような形でそれを「活用」したのかを彼女を始めとするマプーチェたちに目に見

える形で示すことはできる。

　以上から、本稿の第1の目的は、一人のマチの証言を原語のままで記録すること、そして

それを通じて、先住民復権をめぐる議論や紛争が活性化しつつあるチリ社会において重要な

役割を果たしつつあるマチの認識を伝える具体的な情報を提供することにある。そして第2

の目的は、そのことを通じてマチやマプーチェの宗教に関する「定説」の検証、あるいは再

検討にささやかながら貢献することである。｛7）

2．証書に関する解説

メレヒルダの証言を呈示する前に、その内容に観察されるいくつかの特徴を見ておこう。

（1）「マチ職」のキリスト教的コンテクストにおける「権威付け」

　前節で述べたように、マチは現代マプーチェ社会において民族の伝統を最も強烈に体現す

るパーソナリティーである。だが、そのマチの存在理由に関するメレヒルダの証醤からは、

三重の意味でキリスト教の影響が指摘できる。

　第一に、メレヒルダは彼女自身の「マチ召命」の次第に言及し、夢で沃界」にある「神

の富殿」に招かれ、他ならぬ榊」の手でマチに仕立てられたという旨を語っている。そし

て、この榊」、9神の宮殿」といった概念は、スペイン謡の名詞および名詞句（”Dios”，

”Palacio　de　Diosりを用いて表現されている（〈1＞）。つまり、メレヒルダは自分をマチとし

て召命したのは他ならぬf天界」におわす榊」であったとし、みずからのマチとしての正

統性をキリスト教の「絶対神」の権威に求めているのである。

　だが一方で、彼女が招聴されたというその「神の富殿」は、マプーチェ民族の伝統的な宗

教やシャーマニズムに関わる要素で埋め尽くされていた。

　天界に位置する「神の宮殿」には「レウェrewe！が植えられており、メレヒルダのために

も新たなレウェが植えられたという。「レウェ」とは、マチのシンボルともいえる階段上の木

彫りで、彼らが天界と交信する手段でもある。また彼女は、片面太鼓砂ルトゥルンkultrunli

もそこで与えられたが、そこに置かれていたクルトゥルンは「12mari　epu」個であったとい

う。「クルトゥルン」は祈願儀礼や治療儀礼においてマチがシャーマンとしての機能を果たす

のに最も重要な楽器であり、「12」はマプーチェたちが伝統的に聖なる属性を付与してきた数
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宇である。さらに、彼女はそこで駝開いたフォイェjを意味する「フォイェン・ラユfoyen

ray登」というマチ名を与えられた述べているが、「フォイェ」とはマプーチェの代表的な聖木

で、上記の儀礼においても重要な役割を果たす。

　このように、彼女を召命した「キリスト教の神］が鎮座する咲界の宮殿」には、マプー

チェの伝統的シャーマニズムの特徴が深く刻み込まれていることがわかる。

　つまり、メレヒルダの認識には「マチのキリスト教化」と「キリスト教の神のマプーチェ

化」とでもいうべき、表裏一体をなす二重の混交現象が観察されるといえる。

　ところで、このような梱別のマチの（キリスト教の）神による召命」の問題は、すでに

従来の研究でもしばしば指摘されている。（8）

　だがそれと同時にメレヒルダは、「筆頭マチ」としての風格にふさわしく、従来の研究では

ほとんど指摘されていないゼ制度そのもの」としてのマチの創造にも欝及している（＜2＞）。

　彼女によれば、天地創造間もない頃、Yフォイェ林foyentu」で失踪した男の子が他ならぬ

神の手で初代マチに仕立てられたのだという。9フォイェfoye」とは、前述したマプーチェ

民族の聖木である。そして、男の子はそのフォイェの林の中で、象徴的な形で「神」から薬

草を与えられた旨をメレヒルダは語っている。

　すなわち彼女の認識の中では、「マチの起源」をキリスト教の始源的隣空に位置づけること

により、ヂマチの制度」そのものが「聖化」されているといえる。

　そして第三に、メレヒルダは、初代マチに召命されたマイマイリカンがみずからマチに仕

立てたのが、自分の「父方祖母の母方視母」にあたるパンチータ・パンチャであったと語る

（〈5＞）。換言すれば、自分の直系の祖先にあたるとするパンチータなる女性マチを、キリスト

に任命されたという初代マチ、マイマイリカンに系譜付けているのである。（9）

　こうして、間接的にではあるが、ここでもキリスト教の神の権威に依拠してみずからの個

人のマチとして正統性が強調されている。

　以上から、マプーチェの伝統を強烈に体現するマチの存在が、｛メレヒルダ飼人」、嗣度」

の蕎レベルにおいて、キリスト教の「絶対神」等の概念に依拠することによって「権威付け」

されているといえる。

（2）「洪水神話」のキリスト教的再解釈

　またメレヒルダは、古い時代から受け継がれてきたマプーチェ独自の洪水神話である『ト

レントレンとカイカイ』についても語っている（＜13＞）が、その内容にもキリスト教の影響

がうかがえる。

　この説話の記録されている最も古い17世紀の例の概要は、水を司る邪悪なヘビ・カイカイ

が人間たちを絶滅させるべく洪水を起こした際、丘に住む善良なヘビであるテンテン（トレ

ントレン〉が、増大する水の上にその丘を浮かせて少数の人間を救ったというもので、テン

テンとカイカイという自然力を司る二体の神格の対立を軸とする善悪二元論的な世界観を反

映していた。働
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　それに対し、エウダリアが語る現代のカイカイには、明らかにこれとは異質の特徴が見ら

れる。すなわちこのカイカイは、絶対的な存在である神の意志に従属し、その命令で天候を

司っているに過ぎない。つまり、カイカイが嚥い雄牛」を縛り付けたり解き放ったりする

ことが洪水や日照りの直接的な契機ではあるものの、カイカイのこうした行動は神の教えに

反した人間に対する「罰」の現れであるという認識である。こうした認識には、明らかにキ

リスト教の「至高神」や「神罰」といった概念が反峡されている。

　また、もともとの神話の中では対立していたFトレントレン」とヂカイカイ」の関係につ

いても、雨天時にはこの両者が「夫婦kurewen3のように「寄り添うchaumaleljことによっ

て、雨天を続行させる量を語っている。換言すれば、少なくとも雨天の際にはむしろ両者が

協力して榊意」を実行する関係にあることを意味する。この点も、古の神話に観察される

両者の対立関係とは正反対のそれを示唆している。

　一方、古の階代に起こった洪水に関する説明にも、より消極的な形ではあるがやはり本来

の二元論とは異なる特徴が観察される。なぜなら、洪水時のトレントレンの働きについては

基本的に上記と同様な内容が説明されているものの、カイカイについては言及されておらず、

少なくとも積極的な意味での両者の対立構図は観察されないからである。

　　このようにメレヒルダの認識の中では、マプーチェの伝統的な神話に登場するアニミズ

ム的な神格が、キリスト教のf至高神」を頂点とする新しい世界観の申で再編成されている

といえる。

（3）「マプーチェのキリスト教」と「よそ者のキリスト教」

　前節で見たように、メレヒルダの徴界観にはキリスト教の影響が色濃く刻み込まれている。

だが、一口にキリスト教といっても、彼女の認識の中では二っの傾向、すなわちカトリシズ

ムとプロテスタントの一派エバンヘリスモとが明確に区別されている。

　カトリック教会は、16世紀の征般期からマプーチェの問で布教活動を行ってきた。そして、

19陞紀末の呼定」以降体系的な布教活動を開始し、現在マプーチェの60％以上はカトリッ

ク教徒を自認するに到っている。（ll）メレヒルダによれば、今日彼女の地光で活動するカト

リックの神父たちは、マチを中心とするマプーチェのシャーマニズムの体系に対して寛容な

態度を取っており、メレヒルダの方も、カトリシズムを伝統的なマプーチェのシャーマニズ

ムと何ら矛盾しない存在と見なしている（＜10＞）。

　それに対しエバンヘリスモは、より遅く軍事政権期の1970年代以降アラウカニーア地域で

急速に普及した。メレヒルダによれば、エバンヘリコの牧師たちはマプーチェのシャーマニ

ズムに対して厳格な態度を取っている。マチのことを1悪魔weku鋤あるいは「邪術師kalku3

と呼び、「（精神的な）征BR　conquista」を掲げるその論調は、まさに征服期に新大陸各地で活

動した熱狂的なカトリック系布教師たちの姿を彷彿とさせる。こうした非寛容的な態度を取

るヱバンヘリスモのことを、メレヒルダは「ウィンカ（よそ者）の知識winka　ta　fti　kimtin　」と

表現し、完全に異質の存在と認識している（＜ll＞）。
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（4）マチの任命法、知識の修得法に関する多様性

　最後に、メレヒルダの証言には、マチに関する従来の研究の中で「定説」とされてきたい

くつかの主張の相対化を促すような具体的情報も含まれている。

　第～にメレヒルダは、これまで9マチ召命」の必須要素としてしばしば指摘されてきたfペ

リモントゥ（幻影）体験」｛12）を否定している（＜7＞）。つまり彼女は、fペリモントゥン体験」

と「ベテランのマチによるその解釈」という手続きを「真正なマチ召命」の証しとは認めて

いないのである。

　それに対し、自らが真正マチであることの唯一の根拠として彼女が挙げているのは、f夢」

を通じての「天界での召命」の事実である。この点にも、前述したキリスト教のf至高神」

概念の深い影響がうかがえる。

　　第二に、メレヒルダはみずからのマチとしての知識の修得方法に関して、これが「夢」

および霊的存在の糠依状態」において「神」から直接伝達されたものであることを強調す

る（＜3＞，＜4＞，〈8＞）。そしてその一方で、他のマチの力を借りたのはイニシエーション儀礼の

際だけで、「治療に関する知識を習う（修行する）」という意味での援助ではなかった旨を指

摘している（＜8＞）。

　この点も、高い出費と長期にわたる修行とを特徴とする撚練マチによる指導」をマチ・

イニシエーション過程における必須要素と断定する定説㈹とは異なっている。だが筆者は、

自らのイニシエーションに関するメレヒルダと同様の説明を、ルマコ区およびチョルチョル

区という異なる地区に居住するそれぞれ1名のマチからも聴いている。

　またメレヒルダは別の箇所で、神への（正しい）祈願の方法を知らないマチや、神による

召命に依拠した真正な薬草の知識を持つのではない城り上がり」マチの存在に触れ、その

能力に懐疑の目を向けている（く董〉，＜3＞，＜6＞）が、これらの指摘もおそらくこうした「修行

型」マチを念頭に置いて行われているものと思われる。｛！”｝

　もちろん、メレヒルダの認識こそが正しいという意味ではない。そうではなく、これらの

指摘は、マチの多様性を想定した上で、演繹的な断定や一部の事例に依拠した安易な一般化

を慎み、｛固々のマチの認識を一つ一つ慎重に吸い上げて行こうとする、ごく当然の実証的態

度が肝要であることを示している。

3．メレヒルダ・ウェンテラオの証言（Testimonio　de　dona　Merejilda　Huentelao）

　以下に掲載するメレヒルダの原語での証言のうち、スペイン語で表現されている部分につ

いては下線を付した。また、邦語訳の対応する部分についても岡様である。

　ただし、話者の中で「ホセ」とあるのは、メレヒルダの炎で儀礼において彼女の「マチ通

nd：　dungulmachife」を務めるホセ・カディン・ピチュン氏を指す。（］5｝
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< 1 > Su iniciaci6n como machi 

Inche ta machi ta ti.ifa. Inche machingen, ruen dieciseis anos. Mari kayu 
tripantu nien. Machingen, kutranche ngen. Kutrancheyel. 

Machi ta elkeeyu ta Dios wenu mapu. \\1 enu mapu ta elngekei che. Pu kali.il 
reke ta iii choyi.in, ta iii nuke elngekei ta machi. Machi ta angkantu machikelai. 
Kinekentu feula fei ta ka kalewepukai lie mai. Chumngechi mudalewepui tripantu, 
ka felewepui. Femngechi ta femi.in ta inche. 

Peumakefun. Peumakefun. Pichi mi.iten peumakefun. Pi.iramngen wenu iii pe­
uma. Pi.iramngen wenu, Palacio Dios mu powi.ilngen. Feu mu ani.imelngen rewe 
ti.ifei. Chumngechi mi.ileal rewe femngechi. Ani.ilei rewe pu wenu. Ani.imngen fei 
meu. Mari pura wirin pontro mu ani.imngen. Fei pi.itrilei kultrun. Ungi.irki.ilei, mari 
epu kultrun. Rosaulei ta iii chi kultrun, fei elungen. "Machingeaimi ta ti.ifa. 'Foyen 
rayi.i' pingeaimi ta mi machi iii" pingen iii peuma. 

Mi.ingeltulaeneu iii nuke, iii chau. Mi.ingeltulaeneu. We pichi domo aminche. 
Mi.ina wengen. Fei ta felerpun ta ti.ifei. Felerpun. 

K.utranchewi.in, datungen. Fei ta "machingeai" pieneu machi. Kuifike machi. 

<2> Maimai Likan, Ia primera machi que hizo Dios 

Elngei ta winkul, elngei ta mapu, elngei machi. W entru machi elngei rangin 
wenu. Ti.ifeichi pichi wentru mai nami lelfi.in meu pingei, foyentu mu. W erken kuifi 
mi.ilerkefui, i.itarkefui kullin. Fei i.itarkelu kullin fei ta pi.irameyu. 

Kesucristo petu miyawi, witrayawi ti.ifa mu, ti.ifachi mapu mu, we deulu mapu. 
Fei ta pengerumetui, pesangetui pingei. Nai.impalawenki.ilei. "Fau mi.ilei lawen, 
luku mu. " pingei. Rayi.ilei. Fei ta elngei ta ti.ifeichi Maimai Likan ta ti pikei nga 
chumi.il. 

Femngechi ta elngein ta inchin. Amulepui ta machi nguillatualu, conversayalu 
ta ti.ifei. 

< 3 > Mensaje que recibe de Dios en el sueno y en el trance 

Fei ta tri.ilai ta machi ka. K.inekentu ta kimnguillatui, kinekentu kimlai. Chau 

Dios pin. Dios ta inei engu ta dungukelai. Pero mi Dios ki.ime pi.illi.ingelu, ki.ime 
fengelu, fei ta ni.itramkalkeeyu ta Dios. Ki.ime piukengelu, fei ta ni.itramkaleyu. 
Peuma meu mai. Dios ta mi.ilei ta inei ta dungukelaeyu ta ti. Ti.ifa mu chei ta wi.itralei 
welu pelaftin inchin, ~- Inchin ta pelaftin. Inei ta falen ta dungulaeyu ta naide ta 
ti.ifei. 

Fei ta ki.iimi ta machi, fei mu ta dungukei ta ti. Fei ta iii werken, Dios ta iii 
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werken. Fei ta dungupakei. Wwpakei dungu, chumlen, nutram. \Venu mapu 
chumleal, tuntentuleweal mongen mapu, tunten tripantui m mongeleweal, fei ta 
kom fei pikei. 

Fei tUfa ta felei lle mai ta tufa epe, wentelepai epu waranka tripantu. Epu war­
anka tripantu mweai mapu pi ta, medil ta Dios, pu, elfllu ta mapu. Epu waranka 
tripantu mongeai. Fenten alcanzaai che mai kam mongelaai pi. Fei ta tufa fei mu ta 

pu kurufall, fei ta tufa ta fiita kalewepui. Chumlekei ta ellaka mu elngei, felewelai, 
~' chacha. Futa kaleputui. Fei ta tuntelewenon tripantu. 

11 Kumelele ta iii pu choyun, kume nguillatulele, trur tripatraule, conjunto 
nguillatule, fei amuai tripantu. Kula pataka tripantu ka amuai tripantu. 11 

pi. 11Mongeleai tripantu. Mongeleai mapu. Mongeleai tache, mongeleai ta mapu. 11 

Femngechi fei pin mwei tufa. 
Fei mu ta femeketukei ta che. Fill pUle ta mwetui nguillatun. Winka meu, 

winka kutu ayutui. Santiago amukei, nguillatumekei che. Palacio gobierno mu kutu 
ta nguillatumekeiii ta ta. Kom nguillatuyaukei che. Fei tam femtual purapalu tripantu 
fei, kom ayutui. Winka kutu ayiitui nguillatun. 

<4> Lo que me ensefia el espiritu mensajero de Dios 

Kom kimken ta m chuchileal dungu. Kimken ta m pUllu. Akui ta m pullu, 
espiritu pi ta winka. Fei ta kom fei pipakei, comentupakei dungu ta m chumlen, 
chumlen wenu mapu, tligleal ta che, mawal, maunoal, tam kiime cosechayal, kume 

cosechanoal, kom fei pikei. Mawael tripantu, wefpachi tripantu, nguillatukeiii tufa 
mu. Conversakeiii nguillatun mu. . .. Chau Dios m werken ta ti. Fei ta eli ta tufei ta, 

avisayalu. 
11 Ranguinielwe deya11 pingei ta machi. 11Ranginielwe deya11 pi ta wenu mapu. 

11Fei ta m kimam ta dungu, lcimam ta nutram ta m nag mapu ta m pu choyiin, chem 
dungu ta mwele ta tUfa meu, kom ta fei ta dalluyawalu. II pi ta ti. Fei ta werken ta ti. 

<5> La genealogia de Ia machi 

[Autor] Ka antu mu eimi pimi ta "Maimai Likan" ka "Panchita Pancha". Inei ta 
ti feichi Panchita Pancha? 
[Merejilda] Tufeichi Panchita Pancha iiiche m familia. Fei iiiche ta m chuchu felen. 
Iiichiii machi kupanngefui pingei. Iiiche ta iii kuku ta iii chuchu tufei, tufeichi 
Panchita. Fei ta, fei machileyu ta chi Maimai Likan. Femngechi ta amulei machi, 

amulei. 
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<6> Diversidad de los machis actuales 

Kakerumellei mai ta machi tie .... Machi lawenngeputulai. Re machi purai. 
Witrapuramekei kiiiekentu. Fei ta kisu machi. Iiichiii ta femlaiii. Fei ta pichilewei 
ta femngechi machi ta Chile mu. Pichilewei ta ti. Epe afi ta chi dungu. Epe afi ta 
chi ngwam. 

Pichilewei femngechi machi. Kumeke machi. Ki.imeke machi, lawenngechi 
machi, fei ta kutran fill adkakafi. Fill kutran mu puwi. Fei ta ti.ifeichi machi pi.iralu 
ta fei ta femkalai ka. Fucha kalei ta iii kimun. Fucha kalei ta ti. 

<7> Yo no soy machi de "perimontun (vision)" 

[Autor] Ka eimi petu machingenolu perimontuimi <
12

) ? 
[Merejilda] Perimontulan iiiche. Iiiche wenu mapu muten elngen. Peuman muten. 
[Autor] Ah, peuman mi.iten? 
[Merejilda] Peuman muten. Pelan ftlu <

16
). Pelan ta chem rume pelan. Chumaal, 

koilatuafui che. Pelan. 
WI enu mapu muten. Re peuman muten. Mai. Puramngen wenu. Fei muten ta 

ti. Fei mu ta machilngepatun nau mapu. Fei ta naumgepatulu iiiche, fei ta ruka 
foyeiimangei iii peuma. Pu foye deumangen, rangui foye. Tranantukunniegen fei 
mu. Kom kopiu 07

) mai mwei, kwkw osJ. Kom aiipe pingei ta tufei. Kom elelngekei 
ta machi. Fei mu ta ki.ime machingekei. Fei. Femngechi femun ta iiiche. 

<8> El tinico Dios es el que me otorga el conocimiento medicinal 

[Autor] Feichi Dios ta, inei pingei, "Chau Dios" kam kangelu ili ... ? 
[Merejilda] "Chau Dios". Kine rumelei muten. Kiiielei muten ta iii "Fucha Chau" 
ka. Kiiielei muten ta iii Chau lie mai. Kesucristo ta iii chau ta tufei, ~- Fei ta iii 
eleteu. Kine elngefui muten ta Kesucristo ka. Kine choylin muten niei kafei. 
[Autor] Entonces, eimi kom machi kimun eleleimeu ta Dios? 
[Merejilda] Kom eleleneu. 
[Autor] Peuman mu muten? 
[Merejilda] Peuman mu muten. Ka pi.illu kupayi.im, fei ta iii chumngedakutranal, 
chumleal dungu, fei ta kom fei pikei ka. Chumngechi iii dakutranal, chumngechi 
iii mongelkutranal, kafei fei pikei, ~- "Tufa lawen." pikei. "Feichi lawen mo 
mongeai." pikei. Femngechi ta ti. 
[Autor] Y a. Peuma mu? 
[Merejilda] Peuma meu ka akui datukutranayum ka ka. Fei ta fei pikei. 
[Autor] Entonces kangelu machi enseiial-laeimeu chem no rume? 
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[Merejilda] Femlaeneu ka. "Machilngen" muten. Mai. Machilngelien mai ta tufa, 
nail mapu mu. 

Fei ta, nielu ta tiifeichi peuma ta ru piillu, fei ta kisutu ta elniei ta rakiduam ka. 
[Autor] Ah, rakiduam? 
[Merejilda] Mai. Kom naumnaum elpaeneu, ~· Naumnaum elpaeneu. "Kim piuke 
ngeimi. Kim rakiduam ngeimi. Kume piuke ngeimi. Liu piuke, sanu piuke ngeimi." 
pieneu ta ti. 
[Autor] Chau Dios? 
[Merejilda] Chau Dios. "Fei mu ta nieaimi ta kume rakiduam. Fei mu ta nieaimi ta 
kiime rupu, kume ta inanieaimi, mongentupiukeaimi, mongelafuni ta kutran."pingen 
ta ti. Femngechi ta elngekei ta machi, no? Femngechi ta elngekei ta ci. 

<9> A traves del suefto yo sabia que Ud. iba a venir a venne 

[Merejilda] Mufti chi chei peuman. Muchaike peuman. Peumalen. Actualmente 
peumaken. Eimi ta mi akual kom kimnieyu ta ti. 

[Autor] Ah, inche ta ru akual? 
[J\1erejilda] Mai. AkuaL 
[Autor] Eimi kimimi? 
[Merejilda] Mai. I<:imun. Petu ume kimel-laeneu Kuan Carlu <

19
) kimun. "Kupayalu 

ta tUfa, nutramkalngepayaimi, ungumafuni." pingen ru peuma ta ti. 
[Autor] Ah, kimimu feichi dungu peuman mu. 
[Jose] Si. Kimiiii. ( ... ) 
[Merejilda] Mai. Chumngechi ta ru kupayal ta kume fe meu, chumngechi ta ru 
kupayal ta weya rakiduam meu, kom kimkefiyu iiichuu. 
[Autor] Iiiche nieli wesa rakiduam, kimafuimun? 
[Merejilda] Mai, kom kimafuyu ta ti. Mai. Kume rakiduam ta miyawiilimi, 
kintuyaulimi ta nutram. Eimi ta mi kume kimal, fei ta mi fei pitual ta mi mapu meu, 

~· 
[Autor] 2Ah, por eso? 
[Merejilda] Mai fei mu lie mai chi. 
[Autor] Ah. Y a. Kine ram tun, entonces. \\1 esa rakiduam niefuli ... 
[Jose] Iiiche kimafun. 
[Autor] Ah, kimafuimi? Entonces nutramkalayafuimi tufachi ruf dungu? 
[Merejilda] Femlayafui, ~· 

Fei mu lie mai ta elupiukeupeiii ta ti. Piuke reke nu am ta ru wiilngeken ta rak­
iduam, nutram, kume nutram, kume dungu. Fei ta iii kimal ta pu kurufalL Eimi ta 
mi kimpapeel tufachi Chile mapu ta ru nutram, Chile mapu ta ru dungun, pu lonko, 
lonko machi. Pu machi ta nielu nutram, fei ta yeiimapafuni ta ti. 
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<10> Fui bautizada en la iglesia cat6lica 

[Autor] Entonces eimi ta bautizangeimi ta iglesia meu? 
[Merejilda] Mai. Bautizangen iglesia cat6lica. 
[Autor] Fei ta Temulemu? 
[Merejilda] Temulemu. 
[Autor] Tunten tripantu meu? 
[Merejilda] Oh, inche pichikan, ~- Pichikan. K.imunmakemengen muten. Petu 
pichin. Fantepen. Famngechi bautizangen. 

Tripapai curita, padre mulekefui kuifi. Fei ta tufa ta asistingewelai. 
Asistingewelai. Porque millelu evangelio, asistingewelai. Odengetui ta chi cat6lico. 
Mai. Femngechi femtulaingun am chi? Feletui ta Chile. 
[Autor] W elu eimi amukelaimi ta iglesia? 
[Merejilda] Amuken iglesia mu. 
[Autor] Sabado mu o domingo mu. 
[Merejilda] Sabado mu, domingo mu. Mai. ( ... ) 
[Autor] Entonces nutramkakei pu padre? 
[Merejilda] Nutramkakeingun ta ti. 
[Autor] Chern pikei ta ~ machi meu, ~ machitun meu? 
[Merejilda] "Kume dungu. " pi. "Fei ta eli ta Dios. " pipei. 

< 11 > Los evangelicos nos califican de 11Wekufu (diablo) 11 y 11kalku (hechicero) 11 

[Merejilda] Fei ta chem ta tufachi ka vangelico ta fei pilai ka. Fei pilai. Evangelico 
ta "\V eyake", tiifei ta "wekufu ta chi pu machi." pi. 
[Autor] Ah, "wekufu"? 
[Merejilda] "Wekufii" pi. "Kalku" pi. Futa welunmautukunuutui. 

Pu mapuche ta evangelico ngetui lle mai chi. Kom evangelico ngetui. 
Konkilleingun ta ti. Konkillei. Ensenal Diosfingun. "Conquista"lei ta chi pu ... 

Fei mu ta rume wesa chumngechi ta konkei ta una polilla ta comunidad mu 
mapuche, femi. Pichillewei ta nguillatualu. TUfa mu lie mai pichilein. Putrefuin. 
Miyaullefui evangelico nga ti, fei ta charutulai rume, tulai rume. Mai. Millefui 
evangelico. Kom mulepai ta ti. Konpai ka, pero ta nguillatun mu ta konkelai, ~­
Ayilafi. Pun nguillatukeingun muten kisu engun. Ruka ngillatukeingun. Femngechi 
muten femkeingun. 

Felewepui ta nutram nu am chi. Felewei ta Chile ta tufa. Fill pule am ta iii felen 
fei ta fei reke lie mai ta nierkeimnn eimnn ta kompai kake mapu pimi ta ti. Femngechi 
kompai ta lie mai vangelico. Rupai kake mapu mu, kupai ta ti. "Winka ta ni kimun". 
"W1. k t m-· kim .. " ( ) n -a a un .... 
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<12> Miitriimlonkon 

[Autor] Kine ramtun. Entonces, eimi datualu, kupakei Dios iii espiritu? 
[Merejilda) Fei. 
[Autor] Nau mapu? 
[Merejilda) Nau mapu. Datukutranayum kupakei. 

Epu rume nien ta ti. Fei ta kine ... futra newenma kutrankei. "Onfitungekei" 
che. "Hacengekei mal" c

2
o) pin ta mulei. Fei ta fUta datungekei ka. Futa 

newenmaungekei. Mai. "Mutrumlonkon" pingei ta ti. 
[Autor] Chumngei ta "mutrumlonkon"? 

[Merejilda) Eso futa newentukei che, kudaukei, E.::· Futa newentu kudaumangekei 
ta chi kutran. 

TUfa mu ta anumelngei faye, fei ta futa newenmangekei. Newenmangekei, fei 
ta nauelngepatukei ta iii cheu ta iii nienmangemum. 

Aukantunmangekei ta iii pUllu, ta iii espiritu. Aukantukei, fei kutrancheukei. 
Too efecto konkei. 

Weluduamkei well. Femngechi fei ta tunmatukeeyu ta pu espiritu del senor. 
Tunmatukeeyu. 

Fei tukulelngetukei kom. Fei mu ta mongetukei. Fei mu ta mongetukei. 
Femngechi femkein ta inche. Inche ta femken ta ti. 
[Autor] Feichi futra datuwiin mu ta konkei kine machi muten kam doi alun machi? 
[Merejilda) Kine machi muten. Epu ... , nielu machil kai, fei ta kimelngealu, we 
machil ngei, fei ta tukungekei ka. We rna chi ngei. 
[Autor] Ah, tukungekei ka. Ta iii doi kimael ta dungu? 
[Merejilda] Doi kimaal. Tunte kimi, ka femaal. Ka tukimunalu ta ti. Tukimunalu. 
[Autor] Ka feichi futra datuwiin mu ta konkei ta tralka nielu che? 
[Merejilda) Mai. Tralka konkei. Konkei tralka, konkei lawen kom, niengekei. Kom 
lawen niengekei. 
[Autor) Ka tunten kana konkei? 
[Merejilda) Mari epu kana millekei. Mutrumalu ka mulekei. Mutriimngetukei ta ti. 

Oituuituyengekei. Mutriimngetukei. Kine wentru engu kine malen mutrumtukei. 
Ka capitan <

21
), kana fei ta wichulei kafei ka. Fentren femngechi mulei. 

[Autor] W elu capitan, chem dungu ... ? 
[Merejilda] Fei ta cuchillu ta tuniekei. Mai. Tufei ka carabinero <

21
) pingei ta ti, fei 

ta copetatualu ta ti. Tralkatualu. Tralkatualu. Femngechi elngekei ta femngelu. 
[Autor] W elu kine solo carabinero, kam ... ? 
[Merejilda) Epu. Meli capitan konael. Femngechi ta kudaukei ta fachi mapu. 
[Autor) Ka tunten capitan konkei? 
[Merejilda] Meli mulekei. Meli capitan. Tunten tanta abunda che, fei ta millei ta 
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konatu rangin tukulei fei. Re kona muten. Mayor y menorkwei ta ti. Femkei. 
[Autor] Tunten mayor ka tunten menor? 
[Merejilda] Tunten ta iii trawi che ka. Meli, kechulei, doi. Doi mwelu mu fei ta 
kayu koni. Doi konkei konatun, ~· 
[Autor] Ka "llankan" pingechi domo mwei? 
[Merejilda] Llankan ka wichu. Epu llankan. 
[Autor] Feichi epu domo? 
[Merejilda] Mai. Epu domo, iillcha malen. 
[Autor] Chemkei ... ? 
[I\1erejilda] Fei ta tiifei llankanngekei. Companakei machi. Kellukei machi. 
[Autor] Welu fei ta ta iii iii ta kutran mutriimngekei? 
[Merejilda] Fei ta uituuituyengekei ta ti. Oituuituyengekei. 
Mutriimmutrumunmangetukei. 

Epe wiin, lifkei wiin fei ta librekei. Kine pun mekekei ta ti. 

< 13 > El mito de "Tren Tren y Kai Kai" 

[Autor] Eimi kimimi kine epeu o nutram, Tren Tren ka Kai Kai pingelu? 
[Merejilda] Mai. Kai Kai ta tiifei ta mawiilkei, ~· Mawiilkei. Kai Kai niei toro, 
kuru toro. Trapelniengei ta kuru toro. Femnofule fei ta maukweafui muten, ~· 

Trapelngekei ta antutripantuayiim, fei ta castigueayiim ta nau mapu ta iii kume 
cosechanoal. Fei ta culpai ta Chau Dios mu, fei ta femngekei ka. Fei ta maukelai. 

Fei ta munaayiim fei ta rume maukei tripantu. Tren Tren engu ta mwei tufei, 
~· Chaumalei, kurewen. Tren Tren engu. 

Tren Tren fei ta montulkachekefui pingei kuifi antiko mu. Tremkei. Afayum 
che fei ta, fei ta kisu tremkei, ~· Lemkelai ta lafken. Tripapai lafken pingei. Lemlai, 
~· Kisu ta renenkiawi. W eywkiawi ta Tren Tren. Tremki.ilei ta, purami ta iii pu 
choyi'im. 

Chuchi montulu ta, fei ta puulu, alcanzalu ta iii pual, fei ta montui ka. Femnolu, 
fei ta montulai, ~· Itrofill unum konkei pingei, puukei pingei. Fill unum puukei. 
Fei ta awantalu fei ta mongei ka. Awantanolu fei ta mongelai. Pichi piukengelu, 
miyaulen tungelu fei ta mongelai, ~· 

Femngechi femkei fei ta Tren Tren. 
(Jose] Fei ta puwi ta kom ta f.tlu, distintos formas ta sabantijas ta puwi, ~· 
[Merejilda] Filu, pajaro. Fill am ta mwelu ta mapu mu, winkul mu, mapu mu ta 
elngelu. Elngei f.tlu, fillkun, paliim, dewu. 
(Jose] Llukalu pichi puupelu fei ta perdei, ~· Muere. 
[Merejilda] Kurautukei pingei. Kuraukei pingei. 
[Autor] Ah, kuraukei? 

14 



大阪外国語大学論集第24号（2000年）

［Merej丑da］Kuraukei．　Fei£a艶kalu　ta　ti，

［Auto£］　’Y　tunten　che　ta　montUi？

［Merel照a1　Tunten　che　ta鉦mo灯tual　montui．　Ka　dituditungekei　weau　mu　pingei，

wenu　engu　ta　chi　Tren　Tren・Dituditungei．（＿）

＜14＞Tambi6n　los　m6dicos　winkas　nes　mandan　a　sus　pacientes

［Aut・r］Tunten　tripantu　meu　ta　kUpai　machi　meu　ta　Winka　kutran，　winka　ch銭en・

kutrar∬u≡）Tunten　trip我ntu　meu？

σos司1負ch泌mu　ta樋fa　mu　ta　casi曲os，　’　s（ee），　akukei．　V圭ene　de　todos玉os。＿

Akukei＿kutran　lu．　San琶盆o，　CoRce　ci6n，宅odos　hacia　al1査，

Temuco．

［Autor】ヒC・m・hace　cuゑnt・s　a負Os　ue　em　ezar・n食veair　tambi6n　los　win匙a　kutran，

nO　SOIamente　ma　UCheS？

Uos6］Mゑs　o　menos，　como　hablemos　de　veinte　afios．　Por　ahi

鍵machi　m菰ten・Hablemos　ahf・Wecheke，　pic
M・ngentukune⑲・

　　　Y　lo　mesmo　doctores　Winkas，10s　m6（灘cos，　manda圭eyumu　ta　i負chi長ta＿．

［Aut・r］　eL・s　mism・s　m6dic・sP

Uos6］Los　mismLos　m6（ヨcos玉os　mandaban　a　nosotros・（…）　”Vayan　aonde　nosotros・

・ tO！．waw｛mueed

hike　winka，　kom．

No　vamos　a　ser　ca　az．＿kalkutungeinmUn，　wekufUtunge呈nmUn，
UfifitungeiエnUn・Nosotros　m6（五cos　no・No　somos　ca　az・V颪a　a　aonde　la　sefiora

Metej鍍da　Huentelao．”Asi．

［Autor］Inei　pingei　feichi　m6dico，　or　elem　lo，　ki五e＿P

σos6】　一…，　muchos　doctores，　　u・！⊇塑，　fei
m6dicos，　deutores．　Und段p圭ngei　ltifie．

＜1＞マチとしての召命

　「メレヒルダ」わしは今マチをしておる。わしがマチになったのは豆6歳の晴じゃ。16歳の時

じゃった。マチになり、病人になった。わしは病気の身で過ごしたのだ。

　マチというものは神が天界でお創りになる。人は天界で創られるものだ。子孫たち（人々）

の体のようなもの、母親としてマチは造られる。マチというものは、何もない空（くう）か

らマチになるのではない。今では時に違う事になってしまうこともあるがな。年月が移り変

わってしまうように、そんな風になってしまったのだ。そんな風にしてわしはそうした（マ

チになった）のだ。

　夢を見ておった。夢を見ていたのだ。時々だが夢を晃ていた。で、わしは夢で天界に上げ

られた。天界に上げられ、神の宮殿へ連れて行かれたのだ。そこで、わしのためにレウェが

15



「マチ1の証言：トライゲン区（1）一メレヒルダ・ウェンテラオの場合一

植えられたのだ。（地上界で）レウェが植えられるのと同じようにな。天界にもレウェが植え

られておる。それからわしは座らされた。染め模様の入った18枚の毛布の上に座らせられた

のだ。それから、たくさんのクルトゥルンがあった。ふんだんにあった、12ものクルトゥル

ンがな。そのわしのクルトゥルンはバラ色をしておって、それをわしは与えられた。llお前は

マチになるのだよ。お前のマチ名は「フォイェン・ラユ（花開いたフォイェ）」という。』、そ

うわしは夢で告げられたのだ。

　わしの母もわしの父も、わしの話を信じなかった。わしの言うことを信じようとはせなん

だ。わしはほんの小さな娘だった。何と辛かったことじゃろう。それで、しばらくの間その

ままだった。そんな風なままだったのだよ。

　わしは病人になり、（あるマチの）治療を受けた。すると、そのマチは「（この娘は）マチ

になるだろう」とわしに言ったのだ。昔のマチたちがな。

＜2＞神が造った初代マチ、マイマイ・リカン

　丘が造られ、大地が造られ、マチが創られた。男のマチが天界の真ん中で創られたのだ。

この小さな男の子は、野原の中で迷ったそうだ、フォイェ原でな。むかしはお使いの仕事が

あって、家畜の番をしていたそうだ。で、家畜の番をしておる時にな、（天界に）上げられた

のだ。

　ちょうどケスクリスト（イエスキリスト）がおった、ここに、この地上に身を置いていた、

大地が造られて問もない頃じゃった。それで、それで突然発見され、見つけられたのだそう

だ。それで（その者のもとに）薬草が降ってきてな。『ここに薬草がある、膝元のところだ

よ。』と言われたという。（その薬草は）花開いていた。こうしてある時そのマイマイ・リカ

ンという者が創られたという。

　そんな風にして我々は創られた。今までマチは続いてきたのだ、（神に）祈願するため、（神

と）会話するためにな。

＜3＞夢と愚依状態における神のお告げ

　だがまた、マチといっても皆同じではない。時に祈願する術を知っているものもおれば、

また時に知らんものもおる。父なる神の御言葉をな。神は誰ともお話されるというわけでは

ない。だがわが神はよい魂の持ち主、よい信心の持ち主には（使者霊を通じて）話しかけら

れるのだ、神はな。よい心の持ち主にはな、そうした者には（使者霊を通じて）話かけられ

る。夢でな。神はおられるが、誰にでも話しかけられるわけではない。あるいはここに立っ

ておられるかも知れんが、我々には見ることができんのだ、な。我々には見えん。誰にも、

こんな状態では誰にも話しかけはせんのだ。

　だがマチが（使者霊に）愚かれた時、その時に話されるのだ。それ（使者霊）はその方の

お使い、神の使者じゃよ。そうして話される。事を残される、どうなっているかとか、そう
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したお話をな。天界がどうなるのか、地上界があとどの位生き残るのか、あと何年生き続け

られるのか、そうした事を全て告げられるのだ。

　それで、今どうなっているかというと、もうほとんど、二千年が近づいて来ておる。この

世界は二千年の問存在するであろうと言われた、定められたのだ、神はな、大地をお造りに

なった時にじゃ。二千年の間だけ生き延びる。その間だけは人は生き続けるかも知れんし、

あるいは生き永らえることはないかも知れぬ、と書われたのだ。それで今では、そういうわ

けで哀れな者たちは、それで、今ではとても変わり果ててしまった。造られて問もない頃の

有様から比べて、変わり果ててしまったのだよ、あんた。あまりにも変わり果ててしまった。

それで、もう何年も生き延びることはないのだ。

　「子孫たちが正しく振る舞っておれば、立派にお祈りを行っておれば、皆がそろって祈りに

集まれば、一丸となって祈れば、そうすれば月日は続くだろう。あと300年は月日が続くだろ

う。」、と言われたのだ。碗日はもっと生きていられるだろう。大地はもっと生きていられる

だろう。人は生きていられるだろう、大地は生きていられるだろう。」今では、そういうお言

葉があるのだよ。

　それで人々はそんな風にするようになっておる。今ではあらゆるところで［ギジャトゥン

（マプーチェの祈願儀礼）」が行われるようになった。ウィンカの間でも、ウィンカまでもが

好むようになったのだ。（マプーチェたち）はサンティアゴに行き、祈願を行っておる。わし

らは政府の宮殿ですらも祈願を行うのだよ。皆が祈願を行っておる、人々がな。それで新年

の時にそうすることになり、皆が好むようになった。ウィンカ（ヨーロッパ系チリ人）たち

ですらギジャトゥンを好むようになったのだ。

〈4＞神の使者霊が教えてくれること

　わしはあらゆる事がどうなるのかを知る。わしの霊（使者霊）によって知るのだ。わしの

霊がやって来る、ウィンカが言うところのエスピリトゥ（霊魂）がな。それで（その霊が）

あらゆることを告げ、説明するのだ、事がどうなっておるのか、天界はどんな状態か、人々

が平穏に暮らせるのか、雨が降るのか、雨が降らないのか、いい収穫があるのか、いい収穫

にはならないのか、あらゆることを告げる。一年の始めには、その年に雨が降るかどうか知

るために、われわれは祈願を行う。祈願儀礼の場で（降りた魂と）対話するわけじゃよ。…

（それは）父なる神の使者じゃ。で、その方（神）がそのもの（使者霊）をお造りになったの

だ、知らせるためにな。

　マチは『仲介役の痢とよばれるのだ。f仲介役の妹2と天界では書うのだ。9それは事の

次第を知らせるため、下界の子孫だちにお話を知らせるために、この地でどんなことが起こ

る時でも、あらゆる事を告げるためなのだよ。」と、そう言うのだ。その使者がな。
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fマチ」の証言：トライゲン区（1）一メレヒルダ・ウヱンテラオの場合一

＜5＞一族のマチ系譜

　「筆者」先鳳あなたはllマイマイ・リカン滋とfパンチータ・パンチャ霧と言われまし

た。その『パンチータ・パンチャ雲っていうのは誰なんですか。

　「メレヒルダ」その『パンチータ・パンチャ』はわしの家系の者じゃ。そのわしの母方祖母

がそう（マチ）だったのだ。わしらはマチの家系だったと言われておる。わしの父方祖母の

母方祖母がその人、そのパンチータじゃ。それで、その入をマチにしたのがマイマイ・リカ

ンじゃ。そんな風にしてマチは続いて行っておる、続いているのじゃよ。

＜6＞真正マチと擬製マチ

　　マチと言ってもいろんなものがおるようになったがな…。今ではマチは薬草（の真正な

知識）を持たないようになってしまった。ただ勝手にマチに成り上がる。時には自分で成り

上がるものもおる。それは自前のマチじゃ。わしらはそうではない。で、チリにはそうした

マチは少なくなった。少しだけになってしまったのだ。事（正統なマチの存在）はほとんど

死滅してしまった。（正しい）知恵はほとんど死滅してしまったのだよ。

　そういうマチは少なくなってしまった。すぐれたマチはな。良いマチ、薬草を持ったマチ、

そうした者は病気なら何でも治せる。あらゆる病気を扱える。だが、そうした成り上がりマ

チはそうすることはできん。その者たちの知識はとても違うものだ。とても違うものになっ

てしまっておる。

＜7＞わしはペリモントゥン（幻影）のマチではない

　「筆者」それからあなたはマチになる前、ペリモントゥ（幻影）〈R）は見られたのですか。

　「メレヒルダ」わしはペリモントゥなど見ておらん。わしはただ天界で（マチに）仕立てら

れただけなのだ。夢を見ただけじゃ。

　「筆者］ああ、夢を見ただけなんですか。

　「メレヒルダj夢を見ただけじゃ。わしはヘビ（16）など見てはおらんし、何も見てはおらん、

見てなどおらんのだ。何のためなんじゃろう、人は嘘をつくものなのかのう。わしは見てお

らん。

　天界だけ。ただ夢を見ただけじゃ。ああ。わしは天界に連れ上げられた。それだけじゃよ。

それから、ここ下界でマチにされたのだ。で、わしは下界に降ろされて、家をフォイェだら

けにされた、夢でな。わしはフォイェの中で（マチに）仕立てられた、フォイェに囲まれて

な。そこに横たわらされたのだ。一面にコピウェの花⑰があった。クルクル｛is｝もな。ア

ニュペというやっ（植物）も一颪にな。マチは全てを与えられる。それで立派なマチとなる

のだ。そう。わしはそんな風にしてそうなったのだ。
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＜8＞マチの知識を与えてくれる唯一の神

　「筆者」その神、何と言いましたっけ、f父なる神」ですか、それとも他の名前が…。

　「メレヒルダ」「父なる神」じゃ。お一入おられるだけじゃ。我々の「偉大なる父］は1人

いるだけじゃ。我々の父はただ1人だけなのだよ。その方はケスクリストの父じゃよ、うん。

（ケスクリストは）その方（父なる神）がお創りになったものだ。ケスクリストもたった一人

創られたのだ。やはり、（父なる神には）子供はただ一人いるだけなのだ。

　嘩者」それじゃ、あなたは全てのマチに関わる知識を神から与えられたのですか。

　「メレヒルダ1全てを与えられたのだ。

　「筆者」夢だけでですか。

　「メレヒルダ」夢でだけだ。それに霊がやって来た時にな、どのように（病人を）治療した

らよいか、（病人の症状が）どうなるのか、そうしたことも全て皆げる。また、どのように治

療したらいいか、どのようにしたら病入を生かすことができるか、そうしたこともな、告げ

るのじゃよ、うん。ilこの薬草だよ。』と言ってな。『その薬草で治るはずだ。』と言ってな。

そんな具合なのだよ。

　「筆者」なるほど。夢でね。

　ドメレヒルダ」夢で、それから患者に儀礼治療を施す時に（霊が）やって来る。その時にそ

う告げるのだ。

　「筆者」それでは、他のマチはあなたに何も教えてはいないのですか。

　fメレヒルダ」わしはそうされてはおらん。『マチにしてもらったs（マチとしてお披露目し

てもらった）だけじゃ。ああ。『マチにしてもらった』のだ、ここ、下界でな。

　　で、その夢にわしの（マチ）霊が現れる時に、（その霊が）一入で考えを授けてくれるの

だ。

　「筆者」ああ、考えをですか。

　fメレヒルダ」ああ。全てをわしに（天から）下賜して下さったのだよ、うん。わしに下賜

してくれた。臨前は賢い心を持っておる。深い考えを持っておる。立派な心を持っておる。

きれいな心を、健善な心を持っておる。』とわしに言ってな。

　「筆者」父なる神がですか。

　「メレヒルダ」父なる神がじゃ。ilだからおまえは正しい考えを持つことができる。だから

お前は良き道を定め、立派に進んで行け、感じやすい心でいられ、病人を治すことができる

はずじゃ。sと、そうわしは言われたのだよ。そんな風にしてマチは創られるのだ、な。そん

な風に創られるのだよ。

＜9＞あんたが来ることも夢で知っていた

　1メレヒルダ」わしは何度だったか夢を見た。わしはしょっちゅう夢を見てきた。今でも夢

を見ておる。今も夢を見る。あんたがやって来ることも何もかもわれわれ二人は知っておった。
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　「筆者jほう、私がやって来ることをですか。

　iメレヒルダ」ああ。やって来ることをな。

　嘩者」あなたは知っていたと。

　「メレヒルダ」ああ、わしは知っておった。まだクアン・カルル（19）がわしに教えるまえに、

知っていたのだ。『（あの者が）ここにやって来て、話かけられるから、あの者を待っていな

さい。sと、そうわしは夢で言われたのだよ。

　「筆者」ほう、あなた方二人はその事を夢で見て知っていたんですか。

　「ホセ］ああ。我々は知っていたよ。（…）

　「メレヒルダ」そう。人がどんな風によい信心を抱いて来るのか、いかに悪い考えを抱いて

来るのか、わしらにはすべてお見通しなのだよ。

　「筆者」わたしが悪い考えを持っていたとしたら、あなた方にはわかってしまうと。

　「メレヒルダ」ああ。すべてわしら二人にはわかってしまうじゃろう。ああ。あんたは正し

い考えを抱いて、話を求めておる。あんたが正しく知るため、そして言われた通りにあんた

の土地で話をするため（に来ていること）にな、うん。

　「筆者」ああ、だからですか。

　「メレヒルダ」ああ、そうだからじゃよ。

　「筆者」ああ。そうだ。では、一つ質問なんですが。もしわたしが悪い考えを持っていたと

したら…。

　「ホセ1わしにはそうだとわかってしまうだろうよ。

　嘩者」ああ、あなたにはわかってしまうと。そうならば、あなたはこの本当の事を話そう

とはしないと。

　「メレヒルダ」（彼＝自分の夫は）そんなことはしないだろうよ。

　だから、わしらはあんたに心を渡しているようなものなのだよ。心と同じようなものとし

て他人に託すものじゃないかね、考えは、話は、正しい話は、正しい知識はな。それは、哀

れな者たち（一般の人たち）に知ってもらうためじゃ。あんたに知ってもらうためじゃよ、

このチリの地の話を、チリの地の言葉を、ロンコ（首長、神）たち、ロンコ・マチ（筆頭

シャーマン）の話をな。マチたちはいろいろ話を知っておるので、それをあんたは覚えて帰

るのだからな。

〈10＞わしは教会で洗礼を受けたカトリック

「著者」それでは、あなたは教会で洗礼を受けたのですか。

「メレヒルダ」ああ。カトリックの教会で洗礼を受けたのだ。

f筆者」それはテムレムでですか。

「メレヒルダ」テムレムでじゃ。

「筆者」何年前ですか。

「メレヒルダ」おお、わしが小さかった頃じゃよ、うん。幼い時じゃ。あとでそう教えられ
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ただけじゃ。また幼かった。これくらいの時じゃろう。わしはそんな風に洗礼されたのだ。

　坊さんが出てきてな、むかしは神父がおったのだ。だが、今ではもうやっては来んように

なった。もうやっては来んのだ。というのはエバンヘリオがおるのでな、もうやっては来ん

のだ。カトリコ（の神父）は嫌われるようになった。ああ。そんな風なので、もうそうせん

ようになったのではないかな。チリはそんな風になってしまったのだよ。

　「筆者」でもあなたは教会には行かないんですか。

　「メレヒルダ」わしは教会に行く。

　「筆者」土曜ですか、それとも日曜に。

　「メレヒルダ」土曜や日曜にな。ああ。（…）

　「筆者」それで神父たちが話をするわけですか。

　「メレヒルダ」彼らは話をするのだよ。

　「筆者」（カトリックの）神父はマチについて、あるいはマチトゥンについて何と言ってい

るのですか。

　「メレヒルダ」『いいことだ。』と言う。9それは神がお造りになったものだ。』と書うのだよ。

＜11＞エバンヘリコたちはわしらのことを「悪魔」、「邪術師」と呼ぶ

　だが何だ、このバンヘリコの連中はそうは言わん。そうは言わんのだ。エバンヘリコは『マ

チどもは邪悪な』、その『ウェクフ（悪魔）だ。』と吹聴するのだよ。

　「筆者」ああ、『ウェクフ』ですか。

　「メレヒルダ」『ウェクフだ。sと言う。『カルク（邪術師）だ。』と言うのだ。とんでもない

誤りを犯しているものじゃよ。

　マプーチェたちはエバンヘリコになってしまった。みんなエバンヘリコになってしまった

のだ。入り込んでしまった。入り込んでしまっておる。「神の教え」というやつを吹聴したの

だ。「征服」されてしまっておる、その…。

　それでとてもひどく、一匹の衣魚がマプーチェの共同体に入り込むように、そんな風に入

り込んだのだ。ギジャトゥン（祈願儀礼）を行うものは少なくなった。今ではわしら少数の

ものになってしまった。前はたくさんおったのにな。エバンヘリコが入り込んだので、器の

捧げものすらせん、季に取ることすらせん。うん。前からエバンヘリコはおった。あらゆる

ものがおった。彼ら（エバンヘリコ）も（儀礼の場所に）入ってはおったが、だがギジャトゥ

ンの儀礼には参加しようとはせんのだよ。それを良しとはしない。あのものたちは夜祈るだ

けじゃ。家の中で祈る。そんな風にするだけじゃよ。

　まあ話はそんなところではないかの。チリは今ではそんなことになった。あらゆるところ

でそうなっておるのと同じで、あんたがたんとこにもあると、他の土地から（宗教が）入り

込んだとあんたは言ったな。同じようにバンヘリコは入って来たのだ。他のところを通って、

やって来たのだよ。『ウィンカの知識』がな。ilウィンカの知識』じゃよ。
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＜12＞r呼頭術』治療

　「筆者」一つ質問なんですが。それでは、あなたが儀礼治療をやろうとするとき、神の魂が

やって来るのですか。

　「メレヒルダ」その方じや。

　「筆者」下界にですか。

　「メレヒルダ」下界にな。儀礼治療をやろうとする際にやって来るのだ。

　わし（の治療）には二つの種類があってな。それで一つは…、ひどく強い力で病気にかか

る。人は（他の者に）『害される3ことがある。窪邪術をかけられる3（2°）という言い方をする。

その時には（患者は）大がかりな治療を受ける。大きな力を施される。ああ。『呼頭徹とい

うのだよ。

　嘩者］どのようなものなのですか、『呼頭術』というのは。

　「メレヒルダ」それは、人々が大きな気力を込めて事を運ぶのだよ、うん。その患者は大い

に気力を込めて治療されるのだ。

　ここに（患者のために）フォイェの木を植えてな、で大いなる気（エネルギー）を込めら

れるのだ。気を込められ、それで（邪術を）掛けられているところに気を降ろさせるのだ。

　その者の魂、その者の霊魂は（邪術師に）攻撃を仕掛けられる。（邪術師が）攻撃するの

で、人は病人になる。あらゆる効果が入り込む。時には頭がおかしくなる。そんな風にして

その男性の魂を奪う。その者から奪ってしまうのだよ。

　それで、その者にあらゆるものを戻してやる。それで生き返る。それで生き返るのだ。そ

んな風にしておる、わしはな。わしはそんな風にするのだよ。

　嘩葡その大がかりな治療に参加するのは1人のマチだけですか、それとももっと多くの

マチが。

　9メレヒルダ」一入のマチだけじゃ。二人…、マチ弟子がいる時には、教えるためにな、新

米のマチ弟子の場合はな、その者も参加させる。新米のマチをな。

　嘩者」ああ、その者も参加させると。事の次第をもっと覚えさせるためにですか。

　「メレヒルダ」もっと覚えさせるためじゃ。どの程度知っておっても、さらにそうさせるた

めにな。さらに知識を付けるためにな。知識を付けるためじゃよ。

　嘩執それからその大きな治療には鉄砲を持った人は参加するんですか。

　「メレヒルダ」ああ。鉄砲（係）は参加する。鉄砲（係）が参加し、薬薙とかあらゆるもの

が使われる、そろえられる。あらゆる薬草をそろえるのだ。

　嘩者」それからコナ（助っ人）は何人参加するんですか。

　「メレヒルダ」12人のコナがおる。ll呼び係』もおる。（患者は）呼ばれるのだよ。（患者の）

名前が呼ばれる。呼ばれるのじゃ。一人の男と一人の娘が呼ぶのだよ。

　それから、カピタン〈21｝やコナもそれぞれ別におる。多くのものが、そんな風に参加する

のだよ。

　「筆者」でもカピタンはどんな事を…。
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　「メレヒルダ」その者はナイフを扱うのだ。ああ。その、またカラビネーロ（Z！）というが、

その者はコペータ（猟銃）を撃つ係じゃよ。銃を撃つ係。銃を撃つ係じゃ。そんな風に決め

られておる、そんな風にされるのだ。

　「筆者」でもカラビネーロは一人だけですか、それとも…

　「メレヒルダ」二入じゃ。カピタンは四人が参加する。当地ではそんな風に事を運ぶ。

　f筆者」それから何人のカピタンが参加するんですか。

　「メレヒルダ」四人が参加する。四入のカピタンじゃ。どんなに人がたくさんおる時は、コ

ナとして半分ずつに分けて参加させる。ただのコナとしてな。マヨール（大）とメノール

（小〉に分ける。そんな風にするのだよ。

　「筆者」マヨールは何人でメノールは何人ですか。

　9メレヒルダ」それも、何人でも入が集まっただけじゃ。四入、五人であることも、もっと

多いこともな。もっとおる時には六人が入る。もっと多くのものがコナとして参加する、ああ。

　「筆者1それから『ジャンカンgていう女の人もいるんですか。

　「メレヒルダ」ジャンカンもまた別じゃ。二人のジャンカンがな。

　「筆者」その二人は女性ですか。

　「メレヒルダ」ああ。二人の女、若い娘じゃ。

　「筆者」何をするんですか…。

　Fメレヒルダ」その者たちはジャンカンとして働く。マチに付き添う。マチを手伝うのだ。

　嘩者」でもそれじゃ、病人は自分の名前を呼ばれるんですね。

　Yメレヒルダ」何度も名前を呼ばれるのだ。繰り返し名前を呼ばれる。何度も名前を呼ばれ

るのだよ。

　ほとんど朝、朝が白んで来たところで、お開きとなる。一晩かかって事を運ぶのだよ。

＜13＞トレントレンとカイカイの神話

　「筆者」あなたはある話、あるいは説話で『トレントレンとカイカイsというのを知ってい

ますか。

　「メレヒル列ああ。カイカイ、それは雨を降らせるのだ、うん。爾を降らせる。カイカイ

は雄牛を持っておる、黒い雄牛じゃ。黒い雄牛を縛りつけておる。もしそうしなければ雨が

降り続くだけになってしまうだろうよ。

　日照りの年になるようにと（黒い雄牛を）縛り付ける、それは罰するため、下界でいい収

穫にならないようにするためじゃ。それで、父なる神の前で罪を犯したので、それでそうい

うことになるのだよ。それで雨が降らんのだ。

　だが（雄牛を）解き放つことにするとだな、とても雨がちの年になる。その時には（雄牛

は）トレントレンと～緒にいるのだ、うん。寄り添っているのだ、夫婦のようにな。トレン

トレンと共にな。

　トレントレンはかつて、昔人を助けていたそうじゃよ。延びてな。人間が死滅するという
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ことになって、それでそれ（テレントレンの丘）は大きくなったのだよ。海はこれを持ち上

げることはない。海の水が氾濫したそうだ。（海はトレントレンを）持ち上げなかったのだ

よ。トレントレンは自分で浮かんだ。トレントレンは泳いだのだ。上の方に伸びていって子

孫たちを持ち上げたのだ。

　助かったものは、たどり着いたもの、到達するに到ったものはなかった。そうしなかった

ものはな、助からなかったのだよ。あらゆる小鳥が入って行くのだという、やって来るのだ

という。あらゆる小鳥がたどり着くのだとな。それで耐え切ったもの、それは生きのびた。

耐えられなかったもの、それは生きのびなかったのだ、ああ。心臓の小さいもの、向かう途

中で（洪水に）襲われたものは生き延びられなかったのだよ。トレントレンはそんな風にし

たのだ。

　「ホセ」それであらゆるもの、ヘビ、いろんな形の虫たちがたどり着いたのだよ。

　fメレヒルダ」ヘビや小鳥がな。大地に、丘におった、大地の上に創られたあらゆるもの

じゃ。ヘビが、小さなトカゲが、毛虫が、トカゲが、ネズミが創られたのだ。

　「ホセ1恐れをなしたもの、少ししか到達しなかったもの、それは失われたのだよ。死んだ

璽だ．

　「メレヒルダ」石になったそうだ。石になったと書われておる。

　「筆者」ああ、石になったと。

　「メレヒルダ」石になった。それは恐れたからじゃ。

　嘩者」で、何人の人が助かったのですか。

　「メレヒルダ」何人でも助かるべきものは助かったのだ。で、（トレントレンは）ついに天

にまで達したそうだ、天とトレントレンとが一緒になったと。到達したのだとな。（…）

＜14＞メレヒルダに患者を園すウィンカ医師

　「筆者」何年前からマチのところにウィンカの患者、ウィンカ、チリ人の患者もやって来る

ようになったのですか。何年前から。

　「ホセ」わしらのところに今では、ほとんどグリンゴやグリンガ｛11＞がやってくる。あらゆ

る…から来る。ここにはアルゼンチンから病入がやって来る。サンティアゴ、コンセプシオ

ンとか、すべてのものがあっちの方からな、テムコとか。

「筆者」大体何年位前からウィンカの患者もやって来るようになったんですか、マプーチェ

だけではなく。

　「ホセ」大体、まあ20年と言っておこう。そのあたりからじゃ。つまり、マチが始まったそ

の時からということじゃ。その頃からと言っておこう。若いものも、幼いウィンカも皆がな。

それらの者をわしらは治す。

　それに他ならぬウィンカの医師たち、医者たちがわしらんとこに送ってよこすのだ…。

　「筆者1他ならぬ医者たちがですか。

　「ホセ」他ならぬ医者たちがわしらのところに回してよこしていたのだ。（…）『わしらのと

24



大阪外国語大学論集第24号（2000年）

ころに行きなさいと。わたしたちには治せない。なぜなら、あなたはカルク病に、ウェクフ

病にかかっている、邪術病にかかっているのだから。われわれ医師には無理だ。われわれに

はできん。メレヒルダ・ウェンテラオさんのところに行きなさい。』そんな風にな。

　「筆者」何という名前でしたか、その医師は、例えば一人…

　9ホセ」この地には1人の医師がおった、ええと…、たくさんの（そういう）医師がな、う

ん。軍付きのもの、そうした医者たち、先生たちがな。1人はウンダという名じゃった。

注

（1）土地闘争の背景とテムレムの事例に関しては、千葉（2000年）参照。

（2）こうした医療の分野における分業については、千葉（1998年）：147－202．参照。

（3）唯一の例外は、マチのマプーチェ語による祈祷の文句を原語で採録したアmンケオの研究（Alonqueo

　　［1979｝）である。だが同著に併記されたスペイン語対訳は、著者の手で「正統カトリシズム的］に

　　f解釈」され、大幅な創作を含んだものとなっている。したがってマブーチェ語を解さない読者に

　　は多大な誤解を生む可能性が高い。一方、近年モンテシーノが発表したあるマチの証言記録は意義

　　深いが、完全にスペイン語訳だけの形となっている。（MonteciRO［1999］）

（4）　Titiev：117－ll8．　Faron　［1997］：139一正43．　Montecino　y　Conejeros：18．

（5）筆者が懇意にしている、トライゲン区に隣接するルマコ区のあるマチの場合も、彼女に慧依する3

　　体の神格が彼女のことを「男性から見た妹」（deya）、彼女の通訳を務める夫のことをビ男盤から見

　　た義理の剃（ngillaft）と呼んでおり、やはりこれらの神格とマチの間に嗣様の親族関係が想定さ

　　れていることを示唆している。千葉（1998）：i68－169．

（6）この種の作業の具体例としては、千葉（1998）：176－179．参照。

（7）同様の主旨で出版したマチの証書に千葉（1998）、千葉（1999）がある。

（8）CoQpcr：750．　Montecin◎s　y　Conejeros二18．　Foerster　：103．

（9）なおこの指摘は、初代マチのマイマイリカンが男性であったのに対し、マイマイリカンの手でマチ

　　に仕立てられたパンチータが女性であったことを意味しているが、このことは、従来の研究で議論

　　されてきた「男性優位から女性優位へ3というマチの歴史的性別変化の問題に対応するマチ霞身の

　　認識の1例としても興味深い。（注（4）参照。）

（IO）Rosales，1：27－30、

（11）1992年の国勢調査によれば、トライゲン区が位置するマジェーコ州に住むマプーチェのうち、カト

　　リック教徒は6536％、エバンヘリコも2693％に達している｛INE　y　Sur：80］。

（12）Faron£1997】；130．　Alonqueo：157．　Montecino：66－67．筆看が懇意にしているルマコ区在性のある

　　女性マチも、3つの幻影霊との遭遇が自らのマチ任命の重要な契機である濤を語っている（千葉
　　　（1998）　　：238）。

（13）Titiev：il9－120．　Hilger：113－ll4．　Faron［1968］：78－80．　Faron　｛1997］：128－129．

G4）だがメレヒルダは、邪術治療に関する発言の中で自らの「マチ弟子machil3の存在に触れ、知識を

　　増進させるのために治療を手伝わせるという旨を述べている（＜12＞）。一見上の発言に矛盾するよ

　　うなこの指摘をどう考えたらいいだろうか。

　　神から知識を直接伝授された「正統マチ」であるメレヒルダのもとで知識を習得するのであれば、

　　それは正統な知識であるということなのか。あるいは、「修行」で習うのは付随的な事項のみであ

　　り、本質的な能力や知識はあくまでも神から夢や愚依などの方法で伝授されるということなのか。

　　この点については、次回の調査で明らかにしたい。

（15）テムレム共同体の土地闘争に関するホセの証言は千葉（2000年）参照。

（16）ルマコ区のレニーコ・チコ共同体に居佐するある女性マチは、ヘビの幻影霊が自分の守護霊の一つ

　　であると語っている。（筆者の1999年度フィールド調査のデータ）
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（17）「コピウェ」　チリ南部原産の植物で、チリの国花にも指定されている。

（18）「クルクル」　チリ原産のシダ科植物。

（19）「クアン・カルル」テムレム共同体診療所医療補助員フアン・カルロス氏のこと。

（20）ここでメレヒルダは意図的に、スペイン語の「邪術をかけるhacer　mal」という動詞句表現をマプー

　　チェ語動詞の語幹として用いている。これは、今日、マプーチェだけではなくヨーロッパ系チリ人

　　の問でも同様に邪術が実践されている事実を示唆している。実際、彼女のもとを訪れる患者の多く

　　は邪術をかけられた白入系の患者である。

（21）肋ピタンcapkan3、　fカラビネーロcarablnerojいずれもスペイン語で、原義は「隊長」、「警察官」。

　　この他、「ナイフ」、f鉄砲」など、現代のマチ治療儀礼には、本来ウィンカの軍事・警察職や武器

　　に関わる様々なスペイン語名称が導入されている。

（22）「グリンゴ、グリンガ」チリのヨーロッパ系住毘の中でも、特に金髪や青い眼などゲルマン系の風

　　貌をした人々を指す。
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